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連
載　
母
性
保
護
を
考
え
る 

②

の
両
立
で
き
る

の
両
立
で
き
る

仕
事
仕
事

家
庭
家
庭

と
職
場
を
つ
く
ろ
う

職
場
を
つ
く
ろ
う

いつまでも健康で働ける職場を！いつまでも健康で働ける職場を！

母
性
保
護
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

生
ま
れ
つ
き
の

生
ま
れ
つ
き
の

「
特
性
」を
守
る

「
特
性
」を
守
る

　

母
性
保
護
は
、
妊
娠
・
出
産

に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
か
ら
老

年
期
の
全
て
の
女
性
に
と
っ

て
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

人
生
を
送
れ
る
か
と
い
う
大
切

な
問
題
で
す
。

　

女
性
の
か
ら
だ
は
、
生
ま
れ

つ
き
の
「
特
性
」
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
体
内
で
卵
を
生
み

出
し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
、
出

産
し
、
授
乳
す
る
機
能
が
備
わ

っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
妊
娠
し

な
く
て
も
、
新
し
い
生
命
を
宿

す
た
め
の
準
備
を
毎
月
繰
り
返

し
ま
す
（
月
経
）。
こ
の
し
く

み
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
と

密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
リ
ズ
ム
を
過
酷
な

労
働
や
環
境
か
ら
守
る
こ
と
が

「
母
性
保
護
」
な
の
で
す
。

日
常
的
な

日
常
的
な

母
性
保
護
が
大
切

母
性
保
護
が
大
切

　

本
来
は
、
時
間
外
労
働
や
深

夜
業
の
規
制
、
生
理
休
暇
な
ど

日
常
的
な
母
性
保
護
（
間
接
的

保
護
）
が
最
も
大
切
な
の
で
す

が
、
約
20
年
前
に
労
働
基
準
法

の
「
女
子
保
護
」
規
定
が
撤
廃

さ
れ
て
、
男
性
並
み
の
働
き
方

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
母

性
保
護
は
妊
娠
・
出
産
・
育
児

（
直
接
的
保
護
）
に
限
定
し
た

捉
え
方
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
木
の
根
っ
こ
や
幹
が
し
っ

か
り
し
て
い
な
い
と
花
や
実
が

な
ら
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、

日
常
的
な
母
性
保
護
が
な
け
れ

ば
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

人
生
を
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
母
性
保
護
の
権
利
が
社
会

的
に
保
障
さ
れ
る
た
め
に
も
、

長
時
間
労
働
の
規
制
や
誰
も
が

働
き
や
す
い
職
場
に
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
は
、「
生
理
休
暇
の
歴

史
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
府
職
労
女
性
部

 

　

母
性
保
護
講
師
団
）

～まずは生理休暇から～～まずは生理休暇から～

　

「
母
性
保
護
」
っ
て
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
「
私
は
結
婚
し
な
い
か
ら
」「
子
ど
も
を
産
ま
な
い
か
ら
」

「
生
理
時
に
し
ん
ど
く
な
い
か
ら
」母
性
保
護
は
必
要
な
い
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
は
た
し
て
、
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ア
メ
リ
カ
の
利
益
の
た
め

ア
メ
リ
カ
の
利
益
の
た
め

に
安
全
基
準
を
な
く
す

に
安
全
基
準
を
な
く
す

「
食
の
安
全
」
問
題
で
は

食
材
を
使
う
」
と
い
う
こ
と
も

「
障
壁
」
と
さ
れ
る
事
態
も
予

測
さ
れ
ま
す
。「
薬
価
」「
医
療

機
器
」「
診
療
報
酬
」
な
ど
日

本
の
医
療
制
度
を
支
え
る
あ
ら

「平成29年度人員体制の編成」「大阪府庁版『働き方改革』員体制の編成」「大阪府庁版『働き方改革』（第１弾）（第１弾）」を発表」を発表

必要な人員配置配置をを行い、異常行い、異常なな長時間労働長時間労働のの是正を！是正を！
　

10
月
31
日
、
大
阪
府
は
「
平

成
29
年
度
人
員
体
制
の
編
成
に

つ
い
て
」
を
通
知
し
ま
し
た
。

来
年
度
の
「
人
員
体
制
編
成
要

領
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
「
組
織
の
ス
リ
ム
化
」「
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
」
を

基
本
と
し
て
い
る
も
の
の
「
試

行
的
な
と
り
く
み
と
し
て
削
減

目
標
の
設
定
は
行
わ
ず
、
平
成

28
年
度
定
数
の
範
囲
内
で
の
人

員
配
置
を
基
本
と
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
府
職
労
は
、
団
体

　

11
月
９
日
の
部
長
会
議
で
「
大
阪
府
庁
版
『
働
き
方
改

革
』（
第
１
弾
）」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
背
景
と
し
て
「
少

子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」
や
「
女
性
の
社

会
進
出
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
」「
団
塊
世
代
の
高
齢
化
進

展
に
よ
る
大
介
護
時
代
へ
の
突
入
」
な
ど
を
挙
げ
、
育
児
や

介
護
と
仕
事
の
両
立
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

交
渉
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
、
職
場
の
深
刻
な
実
態

を
訴
え
、
一
律
的
な
人
員
削
減

を
や
め
る
よ
う
に
求
め
て
き
ま

し
た
。
人
員
削
減
目
標
の
設
定

を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
運
動
を

反
映
し
た
一
定
の
前
進
で
す
。

　

引
き
続
き
、
業
務
量
に
見
合

っ
た
必
要
な
人
員
配
置
を
求
め

て
、
と
り
く
み
を
強
化
し
ま

す
。

職
員
が
減
り

残
業
が
増
え
る

　

し
か
し
、
府
庁
の
現
状
は
、

３
６
０
時
間
の
上
限
規
制
を
超

え
る
時
間
外
勤
務
を
し
て
い
る

職
員
が
３
年
間
で
１
・
７
倍
に

増
え
、
５
０
０
時
間
超
の
時
間

外
勤
務
者
数
は
２
・
１
倍
増
加

し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
）。
そ

の
一
方
で
、
職
員
数
は
８
１
７

５
人
（
平
成
24
年
）
か
ら
７
８

３
５
人
（
平
成
28
年
）
へ
と
減

少
し
て
い
ま
す
。

業
務
の
都
合
で
勤
務

時
間
を
変
え
る
!?

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、

府
当
局
は
、
上
司
の
働
き
方
を

変
え
る
「
イ
ク
ボ
ス
運
動
」
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
の
本
格
導

入
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

試
行
実
施
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
「
柔
軟
な
勤

国民の安心・安全を心・安全を
根底から崩す崩す

基
準
の
緩
和
は
不
適
当
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
、
③
国
際
的

な
労
働
に
関
す
る
約
束
と
国
内

法
の
整
合
性
を
確
保
し
か
つ
そ

れ
を
効
果
的
に
実
施
す
る
、
④

　

い
ま
国
会
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
承
認
案
と
関
連
法
案
の
強
行
採
決
の

動
き
な
ど
緊
迫
し
た
情
勢
を
迎
え
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
日
米
の
多
国
籍
大
企
業
が
、
農

業
分
野
だ
け
で
な
く
、
医
療
・
保
険
や
共
済
、
雇
用
ま
で
、
ボ
ロ
儲
け
の
対
象
に
す
る
こ
と

が
最
大
の
ね
ら
い
で
す
。
国
民
の
生
活
や
権
利
を
ど
う
守
る
の
か
と
い
う
視
点
は
ま
っ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｈ27
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00時間超の時間外勤務者数

く）
360時間超
増加率1.7倍

500時間超
増加率2.1倍

務
時
間
の
設
定
」
と
し
て
、

「
夜
間
等
の
勤
務
時
間
外
の
業

務
を
正
規
の
勤
務
時
間
と
し
て

割
振
り
変
更
す
る
手
続
き
の
簡

素
化
を
図
る
」
こ
と
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
「
早
朝
・
夜
間

に
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
準

備
、
住
民
説
明
会
等
、
あ
ら
か

じ
め
予
定
さ
れ
て
い
る
時
間
外

の
業
務
を
、
正
規
の
勤
務
時
間

と
す
る
割
振
り
変
更
を
職
員
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
撤
回
し
か
な
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
撤
回
し
か
な
い

事故等を除く）と職員数の推移

度
、
勤
務
時
間
を
変
更
す
る
な

ど
、断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ね
ら
い
は
時
間
外
勤
務

手
当
の
節
約
な
の
か
!?

　

こ
の
間
、
職
員
が
削
減
さ
れ

る
も
と
、
時
間
外
勤
務
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
慢
性
的
・

恒
常
的
な
時
間
外
勤
務
の
実
態

が
あ
り
ま
す
。「
早
朝
・
夜
間

に
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
準

備
」
や
「
住
民
説
明
会
」
な
ど

が
時
間
外
勤
務
の
主
要
因
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
夜
間
の

仕
事
の
た
め
の
準
備
等
で
時
間

こ
の
間
の
運
動
を
反
映
し
、

こ
の
間
の
運
動
を
反
映
し
、

削
減
目
標
の
設
定
を
中
止

削
減
目
標
の
設
定
を
中
止

「
働
き
方
改
革
」の
基
本
は
、

「
働
き
方
改
革
」の
基
本
は
、

異
常
な
長
時
間
労
働
の
解
消

異
常
な
長
時
間
労
働
の
解
消

◇実施例（夜間の住民説明会）

本庁Ｂ勤務 勤務時間

割振変更後 勤務時間 住民説明会

住民説明会

遅出による職員の健康保持 時間外勤務の解消

時間外勤務

時間 9：30 10：30 11：30 18：00 19：00 20：00


